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    『一人一役 全員主役』               玉柏会 理事長  海野 和雄 

 猛暑の続く毎日ですが、ふと空を見上げるといつのまにか高く青くなってきました。確実に秋はすぐそこまで

来ています。異常気象が続くとは言え、四季の変化を感じることが出来ます。 

 最近TV・新聞で障害を持つ方に関わる報道が増えてきたように思いませんか。自らの言葉で自らの人生

や今後の可能性を語る姿は偏見や誤解を熔融させる推進力になると確信しています。また書・画・詩・小

説・モデル等でマスコミに登場する人達以外の圧倒的多数の方々が全国で日々自立に向けて一歩々々歩

みを続けています。そして障害に関する科学的知見の普及や特性を発見する支援スキルの練磨等により

相互の壁が少しずつ低くなってきていると思います。 

 一方で差別を助長し正当化するような言動を繰り返す人や団体が国内外に存在しています。これらに対

して全国の社会福祉法人が、障害を持つ方々の実態や意志、支援交流の様相を世の中にもっともっと発

信していくことが大切です。 

 玉柏会では今年度の重点項目の一つ委員会活動が少しずつ結果を出してきました。甲子園準優勝の広

島広陵高校応援席に「一人一役 全員主役」の横断幕が掲げられていました。当会でも職員一人々々が

虐待防止委員会、リスクマネジメント委員会、苦情解決委員会、安全衛生委員会、給食・感染症委員会、

防災防犯委員会に所属し、又諸活動や企画に対し、各々重要な役割を担当して借り物でない当会独自の

活動を展開しています。一例を上げると虐待防止委員会では一昨年行った職員アンケートを基に虐待防

止ガイドラインを作成しその周知徹底を図っています。先ずは実践が大事ということで7月末にスタートしまし

た。 今後はご利用者の皆様にもこの「一人一役 全員主役」の理念の下、従来以上に多くの活動に参加

してもらう体制作りに邁進していきます。 
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平成28年度 玉柏会決算書 

貸借対照表 

事業活動計算書 資金収支計算書 

                               平成29年度 社会福祉法人 玉柏会  役員紹介  

   ※名誉理事長※    ※理事※      ※評議員※     ※監事※    ※評議員選定・解任委員※ 

    ・鈴木 與平    ・海野 和雄    ・小長谷 修誠    ・長嶌 吉宏     ・大石 由里子 
                ・濱崎 宣雄    ・望月 薫        ・木口 直充     ・福代 毅 
                ・鍋倉 伸子    ・仲澤 信峰                   ・海野 洋司 
                ・池上 直美    ・多田 光久                   ・長嶌 吉宏 
                ・西尾 忠久    ・深澤 利幸                   ・小長谷 英春 
                ・池田 勇司    ・杉村 勝巳                            （敬称略）  
                            ・青木 敏郎   
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   『社会福祉充実化計画について』         常務理事   濱崎 宣雄  

 新年度がスタートして５ヶ月が経ちました。各事業所においては、今期策定した法人の重点項目である①支援の専

門性の向上 ②委員会活動の充実 ③職場ルールの遵守 ④５Ｓと環境整備の４点を、各職員がより主体的に取り

組むようになり、日々進歩してきていると感じています。今期はこれらの実施を継続し、さらに一歩一歩、よりよい施

設を作りあげていきたいと考えています。 

 また、上記重点項目に加えて、今期は社会福祉法の改正にともなう対応の一つとして、社会福祉充実化計画を

実行致します。この計画は、社会福祉法人において活用可能な余裕財産がある場合、社会福祉事業等に計画的

に再投資するというもので、本年よりの５年間において計画を実施することになります。 

 その計画に位置付けられる事業は、社会福祉事業、地域公益事業、その他公益事業ですが、もとより社会福祉

法人の使命は事業運営を通しての社会貢献にあり、玉柏会においても「共生」の理念のもと、現在まで社会貢献を

目的として事業運営を実施して参りましたが、今回この計画策定を機に、さらにそれらを推し進めて参ります。 

 具体的には、当法人の方針の延長線上にあり、さらに関係者や地域からの強いニーズがすでにあるものを選択し、

また効果の見込める計画を５つ策定致しました。 

 それらは、以下の計画です。①職員の専門性向上のための介護初任者研修・知的障害者支援専門員の受講

（計40名） ②相談支援事業所すずらんの体制強化 ③みすず送迎車両導入 ④宍原荘送迎車両導入 ⑤地域

の方々を対象とした福祉講演会の定期開催 

 ①は専門性向上という重点項目の延長線上に位置付け、また②相談支援の拡充は地域に存在する強いニーズ

に対応するものです。③④は保護者や関係者、さらに地域の方々の利便性の向上に資するものであり、⑤は障害者

福祉を始めとする福祉全般の講演により、広く相互理解を目指すものです。 

 これら計画を実行することにより、玉柏会はさらなる社会への貢献を実施してまいります。 

『法令への対応 : 防犯対策装置設置』     総務課長  小長谷 英春  

～障害者支援施設等に於ける防犯対策の強化に関わる整備補助金にて設置～ 

 （防犯カメラ 非常通報装置 人感センサーを設置しました） 

 2016年7月26日に相模原市緑区千木良の知的障害者施設「神奈川県立 津久井やまゆり園」で事件が起きまし

た。犯罪をどのようにしたら防げるのか、玉柏会としても清水警察署の方や地元の駐在所の警察官の方と話し合った

り、実際に防犯講習会を開いて頂いたりして、取り組んできました。防犯とは、その名の通り犯罪を未然に防ぐ行為と

なるため、犯行が起こった場合の対処ではないという点が重要となります。その為に次の点を重点的に行いました。 

１． 防犯をしているという意思表示をする 

  ① 出入り口に防犯を意識しているという表示マークを貼り付ける。 

  ② 防犯カメラを設置する。 

  ③ 施錠をする。 

２． 来客者に対しても意思表示をする。 

  ① 元気よく挨拶をする。 

  ② ネームプレートをつける。 

３． 防犯訓練や事件が起きた後の対応などの研修を職員に行い意識付けをする。 

  ① 刺股や人感センサー、１１０番通報装置などの設置と合わせての使用訓練。 

  ② 人感センサーによる外部侵入の早期発見。 

  ③ 防犯カメラによる現場状況の確認 

 

他施設の事故を“対岸の火事”と見るのではなく、“他山の石”と意識することで、犯罪を未然に防ぐ“防犯”につなが

るのではないでしょうか。 

非常通報装置 

防犯カメラ 
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 『第1回 静岡市強度行動障害者支援施設サポート事業』     宍原荘 支援員   森 訓也 

 昨年度より、自閉症生活デザインコーディネーターの水野敦之先生を宍原荘のコンサルタントとしてお招きし、

強度行動障害についての講義、アドバイスを受けています。 

 自閉症のご利用者が在籍している薔薇ユニットを中心に、日々の日課や支援を実際に現場に一緒に入り確

認して頂きながらアドバイスやご指導を受けています。 

 専門の方に第三者の目で見て頂く事で、普段気が付かなかったご利用者の行動や思考、またご利用者に対

しての考えを聞くことができ、支援員として向上するための大切な機会になっていると支援員全員が感じており、

毎回水野先生の来荘を楽しみにしています。 

 これまで研修、講義やアドバイスを受けてきて、中でも特に、自閉症のご利用者1人1人のことをよく知る事。ま

たその為には、一にも二にもアセスメントが大切だという事を教えて頂き、より良いアセスメントの方法の講義も

行って頂いています。 

 水野先生にコンサルタントとして来て頂いてから、先に述べた「より良いアセスメントを行う」という事を始め、支

援員全員の支援に対するアプローチの方法や考え方が良い方向に変化していることを感じています。今後も、

水野先生が来荘して頂ける素晴らしい機会を活かして、宍原荘のご利用者にとって最適な支援を支援員全体

で見つけていきたいと思っています。 

職員研修報告 

 『食事支援(摂食・嚥下障害) 

     ～安全においしく食べてもらうために～』          宍原荘 支援員  長谷川 未紗 

 皆様は嚥下(えんげ)という言葉をご存知でしょうか。食べ物は私達の口から体内に取り込まれ、喉、食道を通

り胃に運ばれます。その過程をまとめ「摂食・嚥下」といいます。嚥下の研修を受けるまで、私はそのような基礎

知識さえありませんでした。 

 宍原荘のご利用者の皆様は、毎日の三食の食事をとても楽しみにされています。しかし、ご利用者の高齢化

が進み、近頃では食べ物を噛む、飲み込む、いわゆる嚥下が難しくなってきている方が増えてきました。私自

身食事介助をしながらむせてしまう方、食べ物を喉に詰まらせ支援員に背中を叩いてもらい事なきを得る方を

何度か見てきました。そのため、ご利用者に安全に食事を摂って頂きたいという思いから今回の研修に参加し

ました。 

 研修では、嚥下障害が起こるとどのような危険があるか、嚥下障害が起こりにくい食事介助の方法、食べ物

が詰まった時の対処法と三つの項目に分かれて行われました。中でも飲み込みやすい食事の姿勢、声や喉の

観察の仕方等すぐに実践できる介助や観察のポイントを学べたことが良かったです。研修を受け、食事の前に

ご利用者に椅子を前に引いて頂くよう声かけしたり姿勢を観察することが増えました。この研修を生かし、ご利

用者の方にいくつになっても安全に美味しく食事をとって頂けるよう、支援していきたいと思います。 

コンサルティング風景 嚥下研修 
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法人より報告 

『相談支援の現状について』       すずらん 管理者  遠藤 智一  

 相談支援事業所すずらんでは、主に知的障害のある方が福祉サービスをご利用になる際に必要となる「サービス等

利用計画書」の作成を行っております。 

 この制度が開始してから５年、経過措置が終わり義務化されてから２年が過ぎました。短期入所など１年で計画を

更新するサービスをご利用でない方で平成２６年に障害支援区分を更新された方は、今年、３年に１度の区分更新

を迎えるにあたり、初めて計画を作成することになります。対象になる方は、市内に数百名程いらっしゃると思われま

すが、計画相談に対応出来る事業所が不足しており、ご自身（ご家族）で作成する簡易型セルフプランでのサービス

利用をしている方が多くなっております。すずらんでは、児童の「障害児支援利用計画」・成人の「サービス等利用計

画」の作成を承っておりますので、計画作成でお困りの方は、ぜひすずらんにご相談下さい。 

 また、すずらんには、福祉事業所のご利用や生活に関する困り事など福祉に関する一般的な相談の窓口としての

機能もございます。  

 なお、計画相談、一般相談、いずれもお客様の費用負担はございませんので、お気軽にご利用下さい。 

『ボランティア活動 パレットの会』  

 「あ～今回もよく取れたね。」とパレットの会の方の

声。「うん。とった。そろそろ終わりかなぁ？」とご利用

者の声。そんな声と笑顔が飛び交うボランティア活

動です。  

 勿論、最初は草刈り・草集め・ゴミ袋に入れるな

ど、ご挨拶もそこそこに、黙々と取り組んでくださいま

すし、有志のご利用者、職員も参加して一緒に取り

組みます。 

 また、それ以上にパレットの会の皆様が、ご利用者

の名前や顔を覚えて下さり、声をかけていただけてい

ることが、非常にプラスになっております。人間関係

の拡がりを、なかなか紡ぐことが苦手なご利用者も多

いのですが、パレットの会の皆様が何回も来荘され、

一緒に活動していただくことで、ほんわかしたあたた

かい雰囲気をご利用者と作り出していただいておりま

す。いつもありがとうございます。 

                 支援課長：齋藤雅志 

 

『マッチングギフト贈呈式』 

 今年も、静岡市社会福祉協議会様を通じて、鈴

与グループ様から気持ちのこもったマッチングギフト

をいただきました。『共生』（ともいき）の精神を基に、

働く方と会社から集めたお金を、地域の各団体へ、

贈呈していただけるものです。今年度は、ＡＥＤを２

台いただきました。贈呈式には、沢山の方がご来荘

され、また施設を見学して下さり、ご利用者と顔を合

わせながらの贈呈式となりました。 

 今回、ＡＥＤに致しましたのは、施設内のご利用者

における高齢化が進んでいるため、有事の際、すぐ

に使用でき、また地域の方の一大事にも利用できる

ということもあるため、今までの１台に加え、各階に

配置いたしました。 

 鈴与グループの皆様に多大な感謝をしつつ、い

ざ使用するときには、落ち着いてできるよう、訓練し

て参ります。 

                支援課長：齋藤雅志    

マッチングギフト贈呈式 

ＡＥＤありがとうございます。 

パレットの会のみなさんと 

お掃除気持ちいい♪ 



6 

法人の活動 

    『納涼大会を振り返って』                  宍原荘 支援員   生子 桂裕   

 今年度の納涼大会ですが、本当にたくさんの人にご協力を頂きましたことを心より感謝致しております。この場でも

改めて御礼申し上げます。ご来場者におきましても、想定を上回り賑やかなお祭りにすることが出来ました。 

 当日は、あいにくの雨で、グラウンドに用意した設備や催し物を変更せざるを得なかったりと不完全燃焼な部分も多

くありますが、大きな混乱や事故をもなく終えることが出来たのは、皆さんの機転やご協力によるものが大きいと感じ

ております。 

 今回、初めて納涼大会の担当になったことで、筆舌には尽くし難いのですが、今までは知らなかったことや出来な

かった多くの経験とそれを見守り支えて下さった方々のおかげで自身の成長にも繋げることが出来たと思います。 

    『セレクトメニューの紹介』                 宍原荘 看護師   山本 和子   

 毎年恒例の『土用の丑の日』の今年のメニューは、「うな丼」と「天丼」でした。 

ご利用者は前もって、それぞれ好きなメニューを選び7月25日を楽しみにしていました。 

 今年は、給食委員会で初めての試みとしてメニューごとに食べる場所を変え、旧棟の食堂のように男女一緒で、

調理のウェルビーさんや理事長、常務、職員も同じ食事をいただきました。 

 ご利用者様同士、久しぶりに顔を合わせる方もおり、「久しぶりだね～」「元気?」「おいしいね」等の声も聞かれ、い

つもと少し違う雰囲気での食事会となり、皆様の笑顔をたくさん見ることができました。 

みすずのお店ですよ～ 
美味しいよ～! 

今年も手筒花火、 
とてもきれいでした。 

ジャグリングドラゴン＆  
理事長、夢の競演！ 

みんなで一緒に、美味しいね♪ 

土用の丑の日です 

うな丼？それとも天丼？ 
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   『みすず 岡地区との地域交流』                 みすず 管理者   大瀧 里美  

 見守り・声掛け・地域で支え合いを合言葉にした岡地区社協の活動があります。その活動の中心が、日頃作業の

ボランティアに来て下さる「さくら会」の大石様です。地域の方々にみすずの利用者さんが素晴らしい可能性を持つ

ことを知ってもらいたい。一緒にもっと元気になりましょう。と提案をしていただきました。 

 できることから始めたいという私たちの希望で、公園の草取りとレクレーションでの交流に決まり、5月と7月に行いま

した。公園では地域の皆様が笑顔で迎えて下さり、とても居心地の良い空間を用意してくださいました。 

 このような活動がご利用者の皆さんが「地域で暮らす」喜びや自信に必ずつながると思います。この次は9月に月

見町公園での交流を計画しています。 

   『かしわ寮 バーベキュー、地域清掃活動報告』    第二かしわ寮 世話人   大瀧 和則   

 毎年恒例となっておりますバーベキュー大会は、5月のGWと8月の夏季休暇中に一時帰宅をされないご利用者の

余暇活動の一環として行います。5月のGWでは、ご利用者主体の意見が反映され、おのずと楽しみの輪が広がりま

した。当日は、幸い天候に恵まれ初夏を感じさせるさわやかな陽気の中、職員を含めみんなで楽しむ事ができており

ます。 

 次に地域清掃活動については、宍原地区の奉仕活動、主に地域のゴミ拾いを行っております。目的としては、地域

交流・ご利用者・職員の顔を知って頂き、知的障害者に対する啓発の場としての取組みです。6月のゴミ拾いの様子

をご利用者に尋ねてみたところ、空き缶、タバコの吸殻、ペットボトルなど一般ゴミがいたるところに落ちていたと話して

くれました。あるご利用者からは、「拾う人がもう少し増えたら…と、そのような事をしないで欲しい。」と社会モラルを

指摘される意見も頂きました。 

 グループホームは集団生活の場でなく、あくまでも入居者一人ひとりが自分の考えを出しながら自分の生活を作っ

ていくところです。自主性、自己決定を尊重しながら必要な時に必要な支援ができるように心がけていきます。 

只今、宍原地区を 

奉仕活動中！ 

岡地区の皆様と一緒に作業 中部交流スポーツ大会 

バーベキュー大会 
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職員紹介 

 初めまして、福留佑季と申します。出身は高知県で、はるばるこの静岡県まで

やってきました。高校野球を観ている方であればご存知かもしれませんが、高

知高校を卒業し、大学から静岡県に引越し、現在は一人暮らしをしております。 

 実は元々この福祉業界に足を踏み込むことは一切考えておらず、大学では情

報学部に属していました。それが今はほぼ正反対と言ってもいい福祉関係の仕

事に就いています。就活中に採用担当者から話だけでも聞いてみないか?と声

をかけていただき、そこから興味が湧き、実習を経て今に至ります。そのため右

も左もわからない状態からスタートを切ったのですが、それが苦にならず楽しく働

ける職場だと感じています。職員は皆とても優しく、ユーモアがある方々ばかりで

私は職員全員を尊敬しております。なので先輩方のような職員になるために、ま

ずご利用者と職員から信頼されることを第一歩として目標にしております。まだまだ未熟ですが、これからも先輩

方の背中を追って邁進していくつもりですのでよろしくお願い致します。 

  H29.4月入社 

福留 佑季
ふ く ど め    ゆ う き

 (２３歳) 

平成29年 法 人 宍原・すずらん みすず かしわ寮 

９月 

 

 

 

 

10日 グラウンドゴルフ

大会 

17日 面会日 

 

16日 保護者懇談会 

16日 防災訓練（保護

者引渡し訓練） 

6～8日 ご利用者旅行 

17日 面会日 

23日 奉仕活動 

24日 青年学級(福祉    

のまつり) 

１０月 

 

 

 

 

家族旅行（9～11月） 21日 ミニ運動会 

22日 岡地区まつり 

 

 

未定 百花園秋祭り 

家族旅行（9～11月） 

１１月 

15日 講演会開催 

9日 監事監査 

未定 理事会・評議員会 

19日 面会日、文化祭 4日 みすず福祉まつり 

10日 健康診断 

25日 調理体験 

19日 面会日、文化祭 

未定 奉仕活動 

1２月 

1・2日 講演会開催 

3日 創立記念式典 

 

 

 

3日 創立記念式典 

 

 

クリスマス会 

冬季一時帰宅 

3日 岡地区防災訓練

見学 

 

20～26日 作品展 

28日 忘年会 

3日 創立記念式典 

 

 

 

冬季一時帰宅 

★新職員のお知らせ★        Ｈ29．7月  白土 洋介 (宍原荘)  

       ～新しい仲間～      Ｈ29．8月  鈴木 美嘉 （宍原荘） 

14日 宍原村まつり 

24、25日  福祉楽市 

29日 小島まつり 

14～18日 愛護ギャラリー出展 

24日 福祉のまつり 

14日 宍原村まつり 

29日 小島まつり 

中部交流スポーツ大会 

  


